
エゾシカの「りるのすけ」が死亡しました

2019年10⽉3⽇の朝、エゾシカ舎北側にて死亡を確認しました。

解剖を行ったところ、肺からの出血が見られ、死因は衝突によるショックと思われます。 

りるのすけ（雄）は2012年6⽉1⽇にオスカー（雄）とリル（雌）の間に⽣まれ、7歳でした。

最近では親のオスカーよりもたくましくなり、角も見事な個体でした。これまで「りるのすけ」を可愛がっていただきありがと

うございました。

「りるのすけ」の死亡により、エゾシカは雄が3頭、雌が7頭の計10頭の展⽰となります。 


